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電気めっきの電析機構解明
yano@kurume-nct.ac.jp

博士 ( 工学 )准教授

日本鉄鋼協会、表面技術協会、資源・素材学会

表面処理、電析、腐食
・電気めっき皮膜の性質、形態、不均一等の原因解明

・電気めっき皮膜へ及ぼす前処理条件の影響解明

電析物へ影響する要因として下記のものが挙げられる

　金属イオン濃度（拡散層、電析物組成を制御）

　錯化剤（錯体の安定度により反応速度を制御）

　緩衝剤（反応速度、錯体の安定度を制御）

　電導塩（印加電圧を制御）

　添加剤・光沢剤（放電サイトを制御）

　還元剤（還元反応を制御）

　浴温（反応速度、錯体の安定度を制御）

　pH（錯体の安定度、水素発生反応を制御）

　電流密度（反応速度、電析電位を制御）

　攪拌（拡散層を制御）

　電流波形（電析反応を速度論的に制御）

　脱脂（表面の均一性を制御）

　酸洗（表面の均一性を制御）

これらの要因を複合的に組み合わせて、最適めっき条件の探索を行っている。　
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